
１．背景と目的

　文部科学省の方針の下、グローバル化を推し進めてきた結果、2010年に約2.5万人だった日本の大

学生の留学者数は2018年に約11.5万まで伸び、その後2020年に至るまで順調に伸び続けていた。しか

し、2020年初頭に発生した新型コロナウイルス感染症の影響で、留学を予定していた学生の大半が中

止ないしは無期限延期を余儀なくされ、さらには留学をしている学生も緊急帰国するなど、日本のみ

ならず世界中のすべての大学において留学実情が激変した。

　現地留学に関しては、アメリカやカナダなど一部の国・地域では留学やビジネス目的であれば受け

入れを継続しているが、外務省が発表した「新型コロナウイルスに係る日本からの渡航者・日本人に
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対する各国・地域の入国制限措置及び入国後の行動制限」により、日本のほぼ全ての大学は新型コロ

ナウイルスの影響がある地域への渡航は学生の安全を守るためには避けるべきだと判断し、現地留学

を無期限に延期している。意欲的な学生はそのような状況下でも現地留学の検討だけでなく、現地留

学に変わるプログラムを模索しており、多くの海外教育機関も彼らのニーズに応えるため留学に代わ

る価値の提供を模索している。その結果、今まであまり提供されていなかったオンライン留学やオン

ラインライブ授業などが提供され、いつでも世界に繋がることができる新たな可能性を見いだしつつ

ある。今後は海外の教育機関とオンライン共同学習など教員レベルや学生レベルで様々な交流が出来

る環境が整うことで、今までとは異なる交流が始まる可能性もでてきた。

　日本経済大学でも2020年は原則オンライン講義（一部の講義はハイブリッド型講義）にて開講し、

そのノウハウを活かし本学とMoU協定を締結している海外協定校の学生を対象に「日本語オンライ

ン講義」を実施するなど海外協定校との国際交流をコロナ禍でも継続してきた。実際にオンライン講

義に参加した留学生からの満足度も高くオンラインでも十分に学べる環境が整いつつある現在、改め

て今後再開される現地留学に対して何をすべきか、何を提供すべきかを再考する時期が来ている。と

くに現地留学は語学取得だけでなく、異文化への理解や海外にて困難を乗り越えることにより得られ

る経験、さらには日本の良さを再発見できるなど、実際に現地に行かねば体験できない利点が多くある。

　本稿は、このような急速な留学環境の変化にあたり、日本経済大学（特に留学生の受け入れや送り

出しの中心となっている福岡キャンパス）の海外協定校との交換留学プログラムの現状分析と今後の

展望について実際に交換留学に参加した学生のアンケート結果から、国際部として今後の海外長期留

学での質の保証や向上を検討する。

２．アンケート対象
　日本経済大学では、海外の教育機関と連携・共同して様々な短期・長期の教育プログラムを本学の

学生に向けて提供している。主なプログラムは以下の３種類である。

　①　MoU協定のもと学生交換協定を締結した海外の教育機関への長期交換留学

　②　MoU協定のもと海外の教育機関から提供される短期留学

　③ 　留学に必要な手続きをすべて学生自身が行うことを前提に、海外の大学や高等教育機関から自

由に留学先を選択する認定留学

　しかし、本学と海外の協定校が共同で実施する②の短期留学プログラムは、研修の目的が言語研修

や経済研修など多岐にわたり、各研修を同じプログラムとして比較することは難しい。また③の認定

留学についても本学との組織的・継続的な教育連携の関係にないため、統一的な留学プログラムの評

価を行うことは相応しくない。

　一方、①の学生交換協定に基づく長期交換留学プログラムについては、ERASMUS計画による

「ヨーロッパ単位互換制度（European Credit Transfer System 以下ECTSと略記）」に基づき学位を取

得できる環境をヨーロッパの高等教育機関を中心に整えられており、大学のカリキュラムに関する

情報を共有し、共通の単位及び成績認定が双方の大学間でできる環境が整えられている。さらには、

ECTSを導入していないアジアやアメリカなどの高等教育機関については、UCTA（Universal Credit 
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Transfer Agreement）やACTS（ASEAN Credit Transfer System）を設立し異なる教育環境の相互理

解と公平な評価を目指し、学生が自由に行き来できる高等教育権を構築し円滑な単位互換制度を運営

している。そのため、日本から海外の高等教育機関に留学した学生が、派遣先にて取得した単位（成績）

については、グレーディングを行わず合格または認定等することが日本の大学の一般的な対応であ

り、本学も協定校で取得した単位については同様に学習成果の認定を行っている。本学と学生交換協

定を締結している以下19校の海外学術協定校（アジア地区：８校、ヨーロッパ地区：11校）はECTS、

UCTA、ACTSに基づく学習成果の認定を行っている大学が多く、各大学の教育内容が異なるものの、

お互いの違いを公平に判断し、共通の枠組みの中で教育交流が出来る環境が整っている。

表１　日本経済大学の学生交換協定締結校一覧

大学名
都市（国・地域） 締結月日 プログラム

南台科技大学
　台南（台湾） 1997年９月 英語

大連大学
　大連（中国） 2013年２月 中国語

ラジャマンガラ工科大学 クルンテップ校
　バンコク（タイ） 2013年２月 英語

東西大学
　プサン（韓国） 2013年３月 英語

韓国語

ホンバン国際大学
　ホンバン（ベトナム） 2013年11月 英語

コズミンスキ大学
　ワルシャワ（ポーランド） 2016年１月 英語

崇実大学
　ソウル（韓国） 2018年２月 英語

韓国語

培花女子大学
　ソウル（韓国） 2018年12月 韓国語

東亜放送芸術大学
　キョンギド（韓国） 2019年４月 英語

韓国語

ヴィタウタス・マグヌス大学
　カウナス（リトアニア） 2020年７月 英語

ウラジオストク国立経済・サービス大学
　ウラジオストク（ロシア） 2020年７月 英語

ロシア語

ニジニ・ノヴゴロド国立言語大学
　ニジニ・ノヴゴロド（ロシア） 2020年７月 英語

ロシア語

キエフ国立言語大学
　キエフ（ロシア） 2020年８月 英語

ロシア語

ネフスキー言語・文化大学
　サンクト・ペテルブルグ（ロシア） 2020年８月 英語

ロシア語

ノボシビルスク国立工科大学
　ノボシビルスク（ロシア） 2020年８月 英語

ロシア語
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大学名
都市（国・地域） 締結月日 プログラム

ベラルーシ国立大学
　ミンスク（ベラルーシ） 2020年９月 英語

ロシア語

ラトビア大学
　リガ（ラトビア） 2020年10月 英語

リヴィウ国立工科大学
　リヴィウ（ウクライナ） 2020年10月 英語

ロシア語

エストニアビジネススクール
　タリン（エストニア） 2020年12月 英語

 2020年12月時点

　そのため、本稿においては教育内容、難易度、質、学習時間、学習成果等が客観的に把握できる

①の学生交換協定に基づき長期交換留学プログラムに参加した本校福岡キャンパスの学生以下12名を

対象にアンケートを行った。アンケートを提出してくれた学生は11名であり、すべてが日本人学生で

あった。アンケートを提出しなかった学生は韓国からの留学生で商学科４年次に大連大学に留学した

１名のみであった。

表２　日本経済大学の学生交換協定に基づく留学者一覧

留学時期
（期間）

留学先
（国・地域）

留学時の
年次 プログラム 所属学部 性別 回答

有無

2016年秋学期～
（１学期）

大連大学
（中国） ３ 中国語 経営法学科 男 有

2016年秋学期～
（１学期）

大連大学
（中国） ４ 中国語 商学科 男 無

2016年秋学期～
（１学期）

ラジャマンガラ工科大学クルンテップ校
（タイ） ３ 英語 経営法学科 男 有

2016年秋学期～
（１学期）

ラジャマンガラ工科大学クルンテップ校
（タイ） ３ 英語 経営学科 女 有

2017年春学期～
（１学期）

コズミンスキ大学
（ポーランド） ２ 英語 経営学科 女 有

2017年春学期～
（１年間）

ラジャマンガラ工科大学クルンテップ校
（タイ） ２ 英語 経営法学科 男 有

2017年秋学期～
（１学期）

東西大学
（韓国） ３ 韓国語 経営学科 女 有

2017年秋学期～
（１年間）

南台科技大学
（台湾） ２ 中国語 経営学科 男 有

2018年秋学期～
（１学期）

東西大学
（韓国） ３ 韓国語 経営学科 女 有
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留学時期
（期間）

留学先
（国・地域）

留学時の
年次 プログラム 所属学部 性別 回答

有無

2019年秋学期～
（１学期）

南台科技大学
（台湾） ２ 中国語 経営学科 男 有

2019年秋学期～
（１学期）

南台科技大学
（台湾） ３ 中国語 経済学科 男 有

2019年秋学期～
（１年間）

南台科技大学
（台湾） ２ 中国語 経営学科 男 有

３．アンケート内容
　　アンケートは７部から構成され、全部で25問である。

　　⑴ 留学者の基本情報（全３問）

　　⑵ 留学年次と留学を決めた時期に関するアンケート（全３問）

　　⑶ 留学で得られたことに関するアンケート（全３問）

　　⑷ 留学目的に関するアンケート（全５問）

　　⑸ 留学後のキャリア構成に関するアンケート（全４問）

　　⑹本学のサポート体制に関するアンケート（全５問）

　　⑺海外渡航の危機管理に関するアンケート（全２問）

表３　アンケート内容（抜粋）

１．留学者の基本情報
　　⑴ 学科をお答えください。
　　⑵ コースをお答えください。
　　⑶ 所属キャンパスをお答えください。
２．留学年次と留学を決めた時期
　　⑴ 留学した年次をお答えください。
　　⑵ 留学を決めた時期をお答えください。
　　⑶ 留学に関して相談した人を教えてください（複数回答可）。
３．留学で得られたこと
　　⑴ 留学にはどのようなメリットがあると思いますか。
　　⑵ 留学にはどのようなデメリットがあると思いますか。
　　⑶ 留学を通じて、自分にはどのような変化がありましたか。
４．留学目的
　　⑴ 留学した地域を教えてください。
　　⑵ 留学した理由を教えてください（複数選択可）。
　　⑶ 今後、もう一度留学したいと思いますか。
　　⑷ 留学したい地域・国を教えてください。また、その理由を教えてください。
　　⑸ どんな形式の留学に興味がありますか（複数選択可）。
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５．留学後のキャリア構成に関して
　　⑴ TOEIC、TOEFLなどの語学試験を受けたことはありますか。
　　⑵ 卒業時までに、どの語学試験を伸ばしたいですか。
　　⑶ 留学は自身のキャリアプランに役立つと思いますか。
　　⑷ 将来目指す就職先、職業または進路について決まっていますか（複数選択可）
６．本学のサポート体制について
　　⑴ 留学前に国際部より留学サポートをしてもらったか。
　　⑵ 留学中に国際部より留学サポートをしてもらったか。
　　⑶ 留学後に国際部より留学サポートをしてもらったか。
　　⑷ 留学をする際、必要だと思うサポートは何ですか（複数選択可）。
　　⑸ 留学をする際、知りたいことはどのようなことですか（複数選択可）。
７．海外渡航の危機管理に関して
　　⑴ 海外渡航の際の危機管理について重要だと思うことを教えてください。
　　⑵  そのほか海外留学に際して不安に感じていること、制度上の不満等がありましたら自由に

お書きください。

４．アンケート結果と分析
　４．１　留学を決めた時期

　留学をした学生は上記表２のとおり、２年次か３年次に集中している。留学に関する説明会が実際

に留学を希望する時期の半年前に実施されるため、１年次に留学をする学生はおらず、また４年次は

国内の就職活動にかぶるため留学を希望する学生はほとんどいない。唯一４年次に留学した韓国籍の

学生は内定先で中国語が必要になることから４年次の秋学期に留学をしている。

　また、日本の学生に関して、留学を決めた時期を調査したところ、以下の通りとなった。

表４　留学を決めた時期

時期 入学前 １年次春 １年次秋 ２年次春 ２年次秋 ３年次春 ３年次秋 ４年次春

人数 ３ ０ １ ３ ３ １ ０ ０

　留学を決めた時期は参加学生によって異なるが、留学をした学生12名のうち長期交換留学プログラ

ムに参加する前に海外短期研修参加した学生は９名にものぼる。海外短期研修に参加し学んだプログ

ラムと長期交換留学で学んだプログラムがおおよそ一致しており、短期留学に参加した学生が長期の

プログラムに挑戦する傾向が高い。これは他大学でも同様の傾向であり、大学の海外研修だけでなく

高校が実施した海外修学旅行や語学研修プログラムに参加した学生を含めるとさらに増えることが推

測される。

　また、留学するにあたり、多く参加学生は経済的な面を不安に感じ保護者と相談している。一方、

留学制度や留学環境（特に治安）に関しては、友人や教職員に相談しており、留学生との交流経験の

有無についても留学意識に影響していることが推測される。
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　４．２　留学から得られたこと

　留学をした学生からは、「慣れない環境で生活したことで、様々な変化に適応するための柔軟性が

ついた」、「海外で友人を作ることができて自分の価値観が変わった」、「海外で生活し授業をうけたこ

とで語学力が伸びた」など実体験から得られたところは大きいようである。さらには、皆一様に「自

信がついた」、「価値観が変わった」など自分を見つめ直すよい機会にもなったようである。

　一方、「留学にはお金がかかるため親に負担をかけてしまった」、「食文化になじむのに時間がかかっ

た」、「単位認定が不安だった」と不安の声も複数上がってきた。食文化や単位認定については、留学

前からの不安でもあるため、留学説明会だけでなく個別に相談会を行い現地での学習・履修に関する

不安を軽減することも十分可能である。留学費用については、渡航する国によって留学費用のバラツ

キがあるものの、ほとんどの費用を親が負担しており、今後は格安なプログラム開拓も検討していく

必要がある。

　４．３　留学目的

　渡航先は５ヵ国５協定校であり、参加した学生の留学までの目的は様々であるが、アンケート結果

をもとに大きく３つに分類される。

表５　留学の目的（複数回答可）

留学目的 男性 女性 計（名）

語学力を伸ばしたいから（英語） ３ ２ ５

語学力を伸ばしたいから（中国語） ４ ０ ４

留学する国に興味があるから ５ ３ ８

留学費用が安いから ５ ２ ７

　英語や中国語などの言語力を伸ばしたいと思い留学をしている学生が大半であり、主な留学の目的

となっている。しかし、語学力を伸ばすためだけに留学を決める学生は少なく、留学にかかる費用か

ら最終的に渡航先を絞り込んでいる学生が多いため、留学目的は上記表５の３つの理由にある程度絞

られる。１名は親や友人、教員からの紹介で留学をした学生がいるが、それ以外の学生は上記理由に

いずれかに該当している。

　また留学を体験した学生のうち９名が再度１年以上の長期交換留学ないしは語学留学をしたいと

思っている。渡航先は主に英語を伸ばしたいと思い留学した学生はアメリカかイギリスなどの英語圏、

中国語を伸ばしたいと思い留学した学生は北京や香港、韓国語を伸ばしたいと思い留学した学生はソ

ウルを希望している。いずれも物価が高く留学するには経済的負担が大きいエリアで今後このエリア

の開拓をいかに進めるかも検討していく必要がある。留学を希望しない２名は、「就職活動をするた

めに時間がない」、「留学でしたいことが決まったのでその時間に当てたい」と答えており、海外留学

の経験を不定するのではなく、前向きに進むために自分の時間を確保したい理由が多かった。
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　４．４　留学後のキャリア構成

　アンケートの対象となった学生の全員が留学は、「自身のキャリアプランに役に立った」と答えて

いるが、実際に留学で学んだ言語を深めて就職活動まで展開した学生は２名のみであった。その２名

は、韓国に留学した１名については韓国で就職をし、もう１名についてはタイに留学した１名で現在

は服の買い付けなどで年間の多くの時間をタイを中心に過ごしている。それ以外の学生は言語力を活

かした就職を行っておらず、現在就職活動をしている学生も渡航先で身につけた語学力を活かすこと

は考えていない。その理由の多くが「１学期（ないしは１年）の留学だけでは十分な語学力が身につ

いたと思えない」ことが大半の理由を占めていた。

　留学前に留学先で留学プログラムの言語を勉強しているが、語学試験まで受けていない学生が半数

以上をしめ、帰国後も受験しない学生が大半を占めるため、語学力を高めるためには留学前から留学

後も継続的な学習環境を整える必要性があることがうかがえる。

　４．５　留学のサポート体制

　日本経済大学は2016年度に初めて交換留学生の送り出しを開始するにあたり、留学実績や渡航先の

情報、ビザ申請、学内手続きなどを学生とともに作り上げていく形になったため、国際部の業務もプ

ログラムが進むにつれて整理されていったのが現状である。

　具体的な国際部の業務は、留学前に留学説明会を行い各留学プログラムの詳細、危機管理に関する

情報や渡航先の情報を説明し、留学を希望する学生には個別ミーティングを実施している。留学中は

月１回の月次報告書を提出させ報告書で気になる学生がいた場合は随時連絡を取り合うようにしてい

る。留学後は帰国報告書さらには帰国後個別面談会を行い単位認定についての説明及び教務課へ提出

するための書類作成サポート、さらには就職活動の相談をおこなっている。その成果が以下表６に表

われており、今後も継続したサポート体制を作っていくことが求められる。

表６　国際部のサポートに関するアンケート結果

留学前
サポート有 10 ・志願書やビザのサポートをしてくれた

・留学に関して事前にある程度情報をくれた

サポート無 １ ・一期生としてトラブルや留学に関する手続きなどなるべく
自分で解決するようにした

留学中
サポート有 ９ ・毎月相談にのってくれた

サポート無 ２ ・留学中は自分で困難を乗り越えたかったので相談しなかった
・留学中大きなトラブルがなかった

留学後
サポート有 10 ・単位交換の相談に乗ってくれた

・就職活動の相談にのってくれた

サポート無 １ ・特に記憶に残っていない

　しかし、「留学をする際にさらに知りたいことを教えてください」と問いかけたところ、「留学でか
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かる具体的な費用をもっと知りたい」、「留学先の現地情報や治安情報をもっと知りたい」、「留学先で

生活していくのに必要な語学力を知りたい」など国際部として説明すべき情報が不十分であることは

否めない。現在は留学した学生が作成した終了報告書を留学希望者が全員閲覧できる状況にしており、

各大学の情報や具体的な留学費用など学生が知りたがっている情報を知ることができる。しかし、交

換留学プログラムの実績がない新規の協定校については、協定校から前もって学校情報や治安情報な

どを事前に入手しておくことが求められる。

　４．６　海外渡航の危機管理

　留学中のリスクマネジメントについては、本学は留学前の個別相談会で実施しているためか、参加

者全員が「留学中は各自がしっかり危機管理意識をもって行動すれば問題ない」と答えている。しか

し、今後交換留学プログラムの参加者が増える場合は、外部講師による講義を行い、質疑応答を複数

回は設け治安への不安や渡航先での危機管理を高めることは求められてくる。また渡航先にあわせて

学生自らが現地の食生活や気にすべき疾患など調べ学習を促すことも必要といえる。

５．アンケート結果に見る今後の課題

　日本経済大学の交換留学プログラムに参加した留学生のアンケート結果から、今後国際部として実

践を行うことが望ましい事項を３点挙げ、結論として位置づけたい。

　第１に留学前に渡航先で生活するために語学力をいかに高めるかである。本学は、2010年以降3,000

人を超える留学生を受け入れており、わが国でも屈指の多文化教育環境をキャンパス内に構築してい

る。そのため学内にて「生きた言語（英語、中国語、韓国語など）」に触れる機会が多いはずであるが、

実際に「生きた言語」に帰国前や帰国後に触れた学生は圧倒的に少ない。他大学の調査でも、キャン

パスの国際化を目指しているが学生の８割以上が留学生との交流経験がないまま卒業している。その

ため、留学に参加した学生の多くが留学先で学ぶプログラムを大学の授業でしか学ぶことがなく、授

業以外で触れ合う機会をいかに作っていくかが求められてくる。英語でいうと、一般的に母語話者と

の会話が理想的だと考えられがちだが、近年はむしろ非母語話者の方がよいモデルになるとの見方が

広がっている。本学には英語が母国語の留学生も多くいるがネパールやバングラデシュ、中国など日

本より英語力の高い国からの留学生も多くいることから、彼らとの交流会を設けることも検討すべき

である。また韓国語や中国語を学びたい学生は、日本語ができる母語話者が多く学内にいることから

留学生を管理している国際交流センターなどと協力して交流会を設けることも検討すべきである。

　第２に海外留学を望む学生に対して、いかに交換留学プログラムに参加してもらうかである。本学

の海外短期研修には毎年全キャンパスで30名を超える学生が参加しているが、交換留学プログラムに

志願する学生は若干名である。費用面での心配もあると思うが、留学に対する漠然とした不安や留学

のきっかけをつかめない学生もいる。留学を希望する理由は多様であるが、留学から戻ってきた学生

との交流会や事前学習会などを企画していくことで交換留学プログラムに参加を希望する学生の数が

増えることも期待できる。そのためにも、語学の授業の中で留学を体験した学生を参加させ、留学に
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ついて考える機会を増やすことも今後望まれる。

　第３に学生たちの留学に対する期待の大きさについて着目したい。2020年度は新型コロナウイルス

により全ての現地留学プログラムが中止になった。しかし、留学に関する説明会を2020年９月さら

に2021年１月にオンラインにて実施したところ全キャンパス合わせて100名を超える学生が集まった。

新型コロナウイルスが発生するまでは、留学に関する説明会を実施しても年間で30名を超える参加者

が集まったことはなかったが、世界情勢の変化もあって留学に対して期待している学生が増えている

ことが明らかになった。また、今までは各キャンパスが単独で様々な留学プログラムに関する説明会

を行っていたが、2021年度からは全ての留学プログラムに主担当者を決め、説明会日時をオンライン

にて一本化することで情報が統一化され、プログラムの内容について学生が即時に知ることが出来る

環境作りが構築されつつある。しかし、留学を期待する学生は「語学力の向上」だけでなく「自らの

人間的な成長を求めている」ことや「将来の選択肢を増やす」ことを目的に参加を検討している学生

もいることから、各キャンパスで留学の事前相談会を個別で開催し、留学さらには将来のキャリアプ

ランについて寄り添い見届ける環境を整えていくことが望ましい。

６．結び

　本稿では2016年度以降に本学と学生交換協定を締結した海外の学術協定校への長期交換留学に参加

した学生を中心にアンケートを行った。交換留学プログラムに参加した学生の留学までの葛藤、悩み、

さらには留学への目的など異なるにもかかわらず、帰国後は「日本のよさを再発見することがででき

た」「自分を見つめ直すよい機会になった」と共通の意見がでてきた。これは今回のアンケートの対

象外となった短期留学に参加した学生や認定留学に参加した学生でも感じることではないだろうか。

しかし、一般的な学生の多くが海外行きを考え情報誌やインターネットにあたりはしたが諸手続をす

る面倒臭さや自信のなさから留学を取りやめたり、留学斡旋業者を利用していることが多い。

　今後本学から海外へ留学する学生数の増加を考えていくのであれば、経済的支援や就職活動など留

学を阻む一般的な外因要因を除き、いかに留学への動機付けを行い内的要因から留学を決める学生を

増やしていくことが求められる。さらには現在国際部で使用している「日本経済大学版留学ハンドブッ

ク」だけでなく１つのプログラム毎にパンフレット作成し、手続きやプログラム内容がわかりやすく、

より身近に挑戦しやすい状況を作ることが求められる。そのために、国際部として留学の動機付けを

如何に行っていくかを含め、今後１つずつ段階的に取り組んでいきたい。
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